


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































もらってもっとわかるようになりました。」（A２．２～B１．１）“The course is good, I’ve learned many























































































のためのヨーロッパ共通参照枠－』朝日出版社（原著：Common European Framework of Reference of
Languages : Learning,teaching,assessment.3 rd printing,John Trim,Brian North,Daniel Coste,2002,Cambridge
University Press）
〔参考 URL〕
JF日本語教育スタンダード〈http://jfstandard.jp〉
みんなの Can−doサイト〈http://jfstandard.jp/cando〉
JF日本語教育スタンダードを利用した「教師向け日本語講座」改善の試み
－１０５－
３回目（A２．２～B１．１）
到達目標 参照Can-do
１

仕
事
と
職
業
①自分の状況を説明し
てから、依頼すること
ができる
・やりとり（インフォーマルな場面でやりとりをする）どこに行くか、何をし
たいか、イベントをどのように準備するか（例：外出）などの、実際的な問題
や問いの解決に関して、自分の意見や反応を相手に理解させることができる。
（CEFR B１．１）
・やりとり（社会言語的な適切さ）明示的な礼儀慣習を認識しており、適切に
行動できる。 （CEFR B１）
②依頼とお礼のメール
を書くことができる
・やりとり（手紙やメールのやりとりをする）経験、感情や出来事を多少詳細
に記す個人的な手紙を書くことができる。（CEFR B１．１）
・やりとり（手紙やメールのやりとりをする）感謝と謝罪を表現するごく簡単
な個人的な手紙を書くことができる。（CEFR A２）
２

生
活
と
人
生
③子どものころの夢や、
現在の職業に至るまで
の経緯を筋道をたてわ
かりやすく話せる
・産出（話すこと全般）自分の関心のあるさまざまな話題のうちのどれかにつ
いて、ほどほどの流暢さで、ある程度の長さの、簡単な記述やプレゼンテーシ
ョンができる。その際、事柄の提示は直線的である。（CEFR B１）
・産出（経験や物語を語る）異文化体験の出来事や感想について、まとまりの
ある話を友人に語ることができる。（JF B１）
・産出（経験や物語を語る）自分の感情や反応を描写しながら、経験を詳細に
述べることができる。（CEFR B１）
④③について日本人に
インタビューできる
・やりとり（インタビューを受ける／する）もし時々説明を求めたり、自分が
言いたいことを表現する手助けが得られれば、インタビューで自分の言いたい
ことを相手に理解させられるし、身近な話題についての考えや情報を伝えるこ
とができる。（CEFR A２．２）
・やりとり（インタビューする／受ける）組み立てられたインタビューをやり
遂げるために、あらかじめ用意した質問用紙を使うことができ、相手の答えを
受けてそれに続くような質問をいくつかは出すことができる。（CEFR B１．１）
⑤自分の発話を聞き直
し内容や表現を改善で
きる
・方略 産出（自分の発話をモニターする）自分が使った言語形式が正しいか
どうかを確認することができる。（CEFR B１．１）
４回目 （B１．１～B１．２）
１

生
活
と
人
生
⑥自分の体験について
の説明を加えながらラ
イフスタイルについて
インタビューできる
・やりとり（インタビューをする／受ける）組み立てられたインタビューをや
り遂げるために、あらかじめ用意した質問用紙を使うことができ、相手の答え
を受けてそれに続くような質問をいくつかは出すことができる。（CEFR B１．１）
・やりとり（インタビューをする／受ける）もし相手の反応が速かったり、長
かったりすると、時には繰り返しを求めることもあるが、情報をチェックし、
確認しながら用意されたインタビューをやり遂げることはできる。（CEFRB１．２）
⑦インタビューのとき、
相手の答えを受け、そ
れに続くような質問が
できる
・やりとり（インタビューをする／受ける）インタビューや診察（例：医者に
症状を説明する）で正確さは限られるものの、必要とされる具体的な情報を提
供することはできる。（CEFR B１．２）
２

社
会
⑧身近なニュース記事
を読み、自分の意見を
入れ報告できる
・やりとり（情報交換する）短い物語、記事、スピーチ、討議、インタビュー、
ドキュメンタリーをまとめ、自分の意見を示すことができる。またらさらに細
部に関する質問に答えることができる。（CEFR B１．２）
・産出（講演やプレゼンテーションをする）自分の専門でよく知っている話題
について、事前に用意された簡単なプレゼンテーションができる。ほとんどの
場合、聴衆が難なく話についていける程度に、はっきりとしたプレゼンテーシ
ョンをすることができ、また要点をそこそこ正確に述べることができる。
（CEFR B１）
⑨報告したことについ
て、お互いの意見を交
換できる
・やりとり（情報交換する）短い物語、記事、スピーチ、討議、インタビュー、
ドキュメンタリーをまとめ、自分の意見を示すことができる。またらさらに細
部に関する質問に答えることができる。（CEFR B１．２）
・産出（論述する）意見、計画、行動について短い理由や説明ができる。
（CEFR B１．１）
資料１ 到達目標と参照 Can−do
国際交流基金 日本語教育紀要 第９号（２０１３年）
－１０６－
資料２ 評価ルーブリック（A２．２～B１．１「依頼・お礼のメールを書く」）
JF日本語教育スタンダードを利用した「教師向け日本語講座」改善の試み
－１０７－
